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５
月
11
日
、
市
役
所
７
階
大
会

議
室
で
「
平
成
23
年
度
鹿
屋

市
防
災
会
議
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
会
議
は
、
行
政
・
消
防
・ 

警
察
・
電
気
・
通
信
・
医
療
・
看
護
・

建
設
団
体
・
町
内
会
連
絡
協
議
会
・

婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
な
ど
の
関

係
機
関
・
団
体
で
組
織
す
る
会
議
で

す
。
会
議
で
は
、
本
格
的
な
雨
期

や
台
風
な
ど
に
よ
る
災
害
時
期
を

前
に
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
命
や

財
産
を
守
り
、
安
心
・
安
全
な
生

活
を
確
保
す
る
た
め
、
災
害
時
に

お
け
る
関
係
機
関
の
体
制
と
相
互

の
協
力
体
制
の
確
認
や
災
害
時
の

情
報
共
有
な
ど
各
種
防
災
対
策
に

つ
い
て
の
再
確
認
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
議
の
前
に
は
現
地
視
察

を
行
い
、
水
害
が
絶
え
ず
地
域
住

民
に
不
安
を
与
え
続
け
て
き
た
下

谷
川
合
流
点
下
流
部
改
修
及
び
沢

尻
橋
改
築
、
白
崎
谷
の
砂
防
事
業
、

上
古
江
急
傾
斜
地
崩
壊
箇
所
改
修

の
３
か
所
を
視
察
。
そ
れ
ぞ
れ
整

備
を
進
め
て
い
る
事
業
概
要
や
進

捗
状
況
な
ど
の
説
明
が
あ
り
、
整

備
の
必
要
性
を
再
認
識
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
大
雨
や
台
風
の
襲
来
に
よ
り
河
川
の
は
ん
濫
や
土
砂
崩
れ
な

ど
が
発
生
し
や
す
い
時
期
を
迎
え
ま
す
。
被
害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
、

家
の
周
囲
の
点
検
や
避
難
所
の
確
認
な
ど
、
日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
台
風
襲
来
時
や
大
雨
な
ど
災
害
が
予
想
さ
れ
る
と
き
は
早
め
の
避

難
を
心
が
け
、
避
難
勧
告
や
避
難
指
示
が
あ
っ
た
場
合
は
、
速
や
か
に
避
難

し
ま
し
ょ
う
。

事
前
の
備
え
と
早
め
の
避
難
の
重
要
性

災
害
へ
の
備
え
を
行
う

　

台
風
や
大
雨
は
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

気
象
情
報
な
ど
に
気
を
つ
け
な
が
ら
、
事
前
に
し
っ
か
り
と
備
え

る
こ
と
で
、
被
害
を
未
然
に
防
い
だ
り
軽
減
す
る
こ
と
が
可
能
で

す
。

家
の
外
の
備
え

● 

窓
や
雨
戸
は
し
っ
か
り
と
カ
ギ

を
か
け
、
必
要
に
応
じ
て
補
強

す
る

● 

側
溝
や
排
水
溝
は
掃
除
し
て
水

は
け
を
よ
く
し
て
お
く

● 

植
木
鉢
な
ど
風
で
飛
ば
さ
れ
そ

う
な
物
は
、
固
定
し
た
り
、
家

の
中
へ
格
納
す
る

家
の
中
の
備
え

●
非
常
用
持
出
し
品
の
確
認

　

非
常
用
食
料
、
懐
中
電
灯
、
マ
ッ

チ
や
ラ
イ
タ
ー
、
携
帯
用
ラ
ジ
オ
・

乾
電
池
、
救
急
用
品
、
衣
類
、
貴

重
品
な
ど

●
水
の
確
保

　

断
水
に
備
え
飲
料
水
を
確
保
す

る
ほ
か
、
浴
槽
に
水
を
は
る
な
ど
し

て
生
活
用
水
を
確
保
。
生
活
の
た

め
に
は
１
日
に
一
人
あ
た
り
約
３

リ
ッ
ト
ル
の
飲
料
水
が
必
要
で
す
。

●
室
内
か
ら
の
安
全
対
策

　

飛
散
防
止
フ
ィ
ル
ム
な
ど
を
窓

ガ
ラ
ス
に
貼
っ
た
り
、
外
か
ら
の
飛

来
物
で
け
が
を
し
な
い
よ
う
カ
ー

テ
ン
や
ブ
ラ
イ
ン
ド
を
下
ろ
し
て

お
く
。

避
難
場
所
の
確
認

　

市
で
は
災
害
時
に
備
え
、
学
校
や

公
民
館
な
ど
市
内
57
か
所
（
表
①
）

の
施
設
を
避
難
所
に
指
定
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
避
難
所
は
、
台

風
襲
来
時
や
大
雨
な
ど
の
災
害
が

予
想
さ
れ
る
と
き
に
開
設
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
災
害
時
期
を
迎
え
ま
す
！

こ
れ
か
ら
災
害
時
期
を
迎
え
ま
す
！

日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う

日
ご
ろ
か
ら
災
害
に
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
!!!!

現地視察（白崎谷）

防災会議風景

災害の心得災害の心得

　　　　そのその１１
災害の心得

　　その１

各種防災対策を再確認
～平成 23年度鹿屋市防災会議を開催～
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早
め
の
避
難
に
心

が
け
る

「
台
風
情
報
」「
警
報
・
注
意
報
」
な

ど
最
新
情
報
を
入
手

●
情
報
に
注
意
す
る

　

大
雨
や
長
雨
の
と
き
は
、
土
砂

災
害
警
戒
情
報
が
発
表
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
土
砂
災
害
の
発
生
が

非
常
に
高
ま
っ
た
と
き
に
発
表
さ

れ
る
も
の
で
す
。

　

早
め
の
避
難
の
判
断
材
料
に
な

り
ま
す
の
で
、
情
報
に
は
十
分
注

意
し
ま
し
ょ
う
。

避
難
は
慌
て
ず
、
早
め
に

●
災
害
発
生
の
危
険
が
迫
っ
て
き

た
ら

　

市
で
は
、
災
害
の
危
険
が
迫
っ

て
い
る
地
域
の
住
民
に
対
し
て
「
避

難
勧
告
」
や
「
避
難
指
示
」
を
行

い
ま
す
。
危
険
を
感
じ
た
り
、
市

か
ら
の
避
難
勧
告
な
ど
が
あ
っ
た

場
合
に
は
、
慌
て
ず
、
速
や
か
に

避
難
し
ま
し
ょ
う
。

●
避
難
の
際
に
注
意
す
る
こ
と

　

雨
で
増
水
し
た
小
川
や
側
溝
は
、

境
界
が
見
え
に
く
く
な
り
、
転
落

事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、長
雨
が
続
く
と
山
崩
れ
、

が
け
崩
れ
も
起
こ
り
や
す
く
な
り

ま
す
。
事
前
に
こ
れ
ら
の
場
所
に

つ
い
て
調
べ
、
安
全
な
経
路
を
使
っ

て
慎
重
に
避
難
し
ま
し
ょ
う
。

自
力
で
避
難
が
難
し
い
お
年
寄
り
な

ど
は
、
早
め
に
避
難
さ
せ
ま
し
ょ
う

　

お
年
寄
り
や
妊
婦
、
乳
幼
児
、

傷
病
者
、
障
害
の
あ
る
人
な
ど
は
、

避
難
に
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

　

地
域
で
協
力
し
合
い
な
が
ら
、
早

め
に
、
か
つ
安
全
に
避
難
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
総
務
課
消
防
防
災
室

　

☎
０
９
９
４-

31- 

１
１
２
４

地区 避難所 電話番号

鹿

屋

地

区

市中央公民館 0994-44-0321
鹿屋中体育館 0994-43-7068
消防センター 0994-43-4715
リナシティかのや福祉プラザ 0994-35-1003
西原小体育館 0994-42-2770
鹿屋女子高体育館 0994-43-2584
西原台小体育館 0994-44-8725
第一鹿屋中体育館 0994-43-2920
県立鹿屋養護学校 0994-44-5109
寿小体育館 0994-43-6890
農業研修センター 0994-43-9292
鹿屋東中体育館 0994-44-8541
寿北小体育館 0994-44-5748
東地区学習センター 0994-31-1190
浜田小体育館 0994-47-3100
高須地区学習センター 0994-47-3152
天神構造改善センター －
古江中自治公民館 －
鶴羽小体育館 0994-46-2010
小薄町自治公民館 －
花岡地区公民館 0994-31-8001
高隈中武道館 0994-45-2015
大黒小体育館 0994-45-2105
柏木多目的集会施設 －
東原小体育館 0994-43-1392
祓川小体育館 0994-42-2524
野里小体育館 0994-42-3408
野里食品加工実習センター 0994-40-3234
笠野原小体育館 0994-42-2765
田崎小体育館 0994-42-2390
田崎地区学習センター 0994-41-5066
上田崎コミュニティセンター －
西俣小体育館 0994-49-2004
南町集落センター 0994-49-3448
大姶良小体育館 0994-48-3100
横山集落センター －
下堀町公民館 －

輝
北
地
区

平南校区公民館 099-486-0866
百引校区公民館 099-486-1334
高尾校区公民館 099-485-1973
市成校区公民館 099-485-1131
輝北総合福祉センター 099-486-0777
岳野公民館 099-486-0437

串

良

地

区

串良公民館 0994-63-2623
串良中体育館 0994-63-2054
下小原農業研修センター 0994-63-2711
有里農業研修センター 0994-63-3760
串良Ｂ＆Ｇ海洋センター 0994-63-7238
串良農村環境改善センター 0994-63-1041
上小原分館（上小原校区公民館） 0994-63-2883
細山田分館（細山田校区公民館） 0994-62-2958
細山田小体育館 0994-62-2700

吾
平
地
区

コミュニティセンター
吾平振興会館 0994-58-6036

吾平小体育館 0994-58-7122
鶴峰小体育館 0994-58-7130
下名小体育館 0994-58-7124
神野小体育館 0994-58-8795

災害時の避難場所一覧（表①）

○ 台風・大地震時、緊急に災害情報を市民の皆さん
に提供する必要がある場合は、市役所から FMか
のやの放送に割り込む形でお知らせします。
○緊急時は、FMかのやの放送をお聞きください。
○ また、防災情報の提供を平常時に行っているので
お聞きください。

毎月第２・第４水曜日　13：30 ～

防災情報は
ＦＭかのや（77．２ＭＨｚ）で!!

災害の心得災害の心得

　　　　そのその２２
災害の心得

　　その２
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PUBLIC  RELATIONS3



鹿屋市茶業振興会長
田原　義博さん

昭和 27 年　鹿屋市に生まれる
昭和 34 年　 田原製茶（父：義則）

を東原町で創業
昭和 46 年　鹿屋農業高等学校卒業
昭和 47 年　鹿児島県茶試験場卒業
同年東原町で就農
茶園面積　12ha
（下高隈町、東原町、野里町）
現在、後継者と高品質茶の製造、
安全、安心な茶づくりに取り組
む傍ら鹿児島県の品評会等にも
積極的に参加し、平成 19 年の
志布志大会から平成 22 年の知
覧大会まで九州農政局長賞を初
め４年連続入賞している

メ
タ
ボ
・
動
脈
硬
化
の
改
善
や
予
防
・
そ
の
他

腸
内
環
境
の
改
善
に
も
効
果
が
期
待

か
の
や
深
蒸
し
茶

鹿
屋
の
お
茶
の
お
い
し
さ
を

多
く
の
人
に
知
っ
て
も
ら
い
た
い
！

通
常
の
緑
茶
よ
り
長
く
蒸
す
こ
と
で
渋
み
を

抑
え
た
、
ま
ろ
や
か
な
味
の
『
深
蒸
し
茶
』
の

ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
ま
す
。

鹿
屋
市
は
深ふ
か

蒸む

し
茶ち
ゃ

の
産
地

  
鹿
屋
市
は
深
蒸
し
茶
の
産
地
と

し
て
有
名
で
す
。

　

平
成
19
年
か
ら
平
成
22
年
ま

で
、
鹿
児
島
県
茶
品
評
会
に
お
い

て
、
４
年
連
続
産
地
賞
を
受
賞
、

さ
ら
に
農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞

す
る
な
ど
、「
深
蒸
し
茶
」
の
産

地
と
し
て
確
固
た
る
地
位
を
築
い

て
い
ま
す
。

　

市
内
で
は
現
在
、
69
人
が
計

３
６
９
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
生
産
を

行
っ
て
お
り
、
年
間
生
産
量

８
９
２
ト
ン
（
平
成
22
年
度
）
の

ほ
と
ん
ど
が
、
煎
茶
の
３
倍
長
く

蒸
す
「
深
蒸
し
茶
」
と
し
て
出
荷

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
深
蒸
し
茶
の
特
徴
・
効
能

　

深
蒸
し
茶
は
、
茶
葉
を
長
時
間

蒸
す
た
め
に
、
ま
ろ
や
か
な
風
味

と
カ
テ
キ
ン
類
が
豊
富
に
含
ま
れ

る
の
が
特
徴
で
す
。

　

ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
た
め
し
て

ガ
ッ
テ
ン
（
平
成
23
年
１
月
放

送
）」
で
、
全
国
の
長
寿
市
町
村

別
で
、
鹿
屋
市
女
性
は
全
国
10
位

と
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

  

お
茶
は
、
メ
タ
ボ
・
動
脈
硬
化

の
改
善
や
予
防
・
そ
の
他
腸
内
環

境
の
改
善
な
ど
効
果
が
期
待
さ
れ

る
こ
と
か
ら
、
市
で
は
、
今
後
、

新
た
な
特
産
品
と
し
て
『
か
の
や

深
蒸
し
茶
』
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
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食
の
安
全
・
安
心
へ
の
取
組

　　

鹿
屋
市
茶
業
振
興
会
で
は
、
食

の
安
全
・
安
心
へ
の
取
り
組
み
と

し
て
、
平
成
22
年
度
に
Ｊ

－

Ｇ
Ａ

Ｐ
を
１
工
場
が
取
得（
吉
元
製
茶
）

し
、
平
成
23
年
度
に
は
、
Ｋ

－

Ｇ

Ａ
Ｐ
（
か
ご
し
ま
の
農
林
水
産
物

認
証
制
度
）
を
17
工
場
が
取
得
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は
「
適
切
な
農

場
管
理
の
基
準
」
で
あ
り
、
農
薬

の
管
理
、
肥
料
の
管
理
、
水
の
管

理
、
土
の
管
理
と
い
っ
た
仕
事
に

明
確
な
基
準
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
れ
ら
の
基
準
は
全
部
で

１
１
０
以
上
の
項
目
数
に
な
り
ま

す
。

　

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
は
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
基

準
に
も
と
づ
い
て
「
食
の
安
全
」

や
「
環
境
保
全
」
に
取
り
組
ん
で

い
る
こ
と
が
、
第
三
者
機
関
の
審

査
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
農
場
に
与

え
ら
れ
る
認
証
で
す
。
い
わ
ば
、

Ｇ
Ａ
Ｐ
認
証
は
「
適
切
に
管
理
さ

れ
た
農
場（
＝
信
頼
で
き
る
農
場
）

の
目
印
」
で
す
。

　

茶
業
振
興
会
で
は
引
き
続
き
、

ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
の
徹
底
や
Ｇ

Ａ
Ｐ
取
得
に
取
り
組
む
こ
と
で
、

消
費
者
に
信
頼
さ
れ
る
生
産
・
加

工
体
制
の
確
立
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。

か
の
や
茶
の
フ
ァ
ン
づ
く
り

　

市
役
所
一
階
ロ
ビ
ー
や
か
の
や

ば
ら
祭
り
で
の
給
茶
コ
ー
ナ
ー
の

設
置
、
ま
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
で
の

「
か
の
や
深
蒸
し
茶
」
の
試
飲
や

販
売
を
行
い
、『
深
蒸
し
茶
の
郷

か
の
や
』
を
市
民
の
皆
さ
ん
や
鹿

屋
市
を
訪
れ
る
人
々
へ
積
極
的
に

Ｐ
Ｒ
し
、「
か
の
や
茶
の
フ
ァ
ン

づ
く
り
」
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

深
蒸
し
茶
で
健
康
づ
く
り

　

こ
の
他
、
深
蒸
し
茶
を
利
用
し

た
、
お
菓
子
コ
ン
ク
ー
ル
等
を
行

い
、
お
年
寄
り
か
ら
子
ど
も
ま
で

幅
広
く
、
か
の
や
茶
に
親
し
ん
で

も
ら
い
、
健
康
づ
く
り
も
期
待
で

き
る
お
い
し
い
か
の
や
茶
を
多
く

の
人
に
知
っ
て
も
ら
う
取
組
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
農
政
水
産
課

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
１
７

〔右上〕煎茶の３倍長く蒸す
〔上中〕 市役所ロビーに設置されているかのや深蒸し茶

の給茶機
〔右下〕茶の新芽
〔左上〕 ５月９日～ 13 日まで市役所ロビーに設置され、

好評だった「かのや深蒸し茶コーナー」
〔左下〕 ５月 14 ～ 31 日は「かのやばら園」にも給茶コー

ナーを設置し、かのや深蒸し茶の素晴らしさを
ＰＲ

KANOYA  CITY
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氏　名 住　所
加藤製茶 下高隈町
池田製茶 下高隈町
田原製茶 東原町
山下製茶 東原町
三森製茶 寿３丁目
西尾製茶 東原町
宮下製茶 東原町
吉田製茶 東原町
有島（真）製茶 東原町
有島製茶 東原町
堀内製茶園 田淵町
岩元製茶 野里町
平山製茶 下祓川町
諏訪原茶生産組合 輝北町
有田製茶 輝北町
牧製茶 串良町
道免製茶 串良町

Ｋ－ＧＡＰ取得者

氏　名 住　所
吉元製茶 獅子目町

Ｊ－ＧＡＰ取得者



～加入者の皆さんが安心して暮らせる国民健康保険を目指して～～加入者の皆さんが安心して暮らせる国民健康保険を目指して～

　市では、今年３月に非常に厳しい国民健康保険事業の財政状況を踏まえ、財政健全化に向けた「鹿屋
市国民健康保険事業財政健全化基本方針」を策定しました。
　この基本方針は、「①医療費の適正化」、「②保険税の収納率向上対策」、「③保険税の見直し」の３つを
柱としており、これらを重点的に進め、国民健康保険に加入している皆さんが安全・安心に暮らしてい
くことのできる医療環境の維持・確保を目指します。
※基本方針の詳細は、市ホームページ（http://www.e-kanoya.net/htmbox/kokuho/zk_hosin/all.pdf）
でご覧になれます。

【問い合わせ】市健康保険課　☎0994-31-1162

　ますます増加する医療費の伸びを鈍化させるため、健康づくり
に関する取組などを推進し、医療費の適正化に努めます。
○特定健康診査・特定保健指導
○地域医療連携事業
○人間ドック受診助成
○レセプト点検
○ジェネリック医薬品の使用促進　など

　「医療費の適正化」や「保険税の収納率向上対策」
を進めるとともに、国保加入者の皆さんの負担の
あり方を総合的な観点で見直します。
○平成23年度国保税率の改定

鹿屋市国民健康保険事業財政健全化基本方針の３つの柱鹿屋市国民健康保険事業財政健全化基本方針の３つの柱

6

　地域経済の低迷等を背景に、低下している収納率の向上対策
を強化し、収入の確保に努めます。
○「鹿屋市納税お知らせセンター」の運用強化
○納税相談員による個別訪問や夜間徴収等の強化
○滞納処分の強化
○国保と他医療保険との二重加入者の調査実施　など

国民健康保険　事業の財政健全化を進めます事業の財政健全化を進めます

①医療費の適正化

②保険税の収納率向上対策

③保険税の見直し



具
体
的
な
取
組

①
医
療
費
の
適
正
化

　

医
療
費
は
、
年
々
増
加
し
て
お

り
、
特
に
55
歳
以
上
が
増
加
し
て

い
る
ほ
か
、
生
活
習
慣
病
に
起
因

す
る
も
の
が
上
位
を
占
め
て
い
る

こ
と
な
ど
が
特
徴
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
特
定
健
康
診
査
事

業
等
の
既
存
の
保
健
事
業
を
一
層

強
化
す
る
と
と
も
に
、
生
活
習
慣

病
の
予
防
と
発
症
を
減
少
さ
せ
る

新
た
な
健
康
づ
く
り
に
関
す
る
取

組
を
推
進
し
医
療
費
の
伸
び
の
鈍

化
に
努
め
ま
す
。

具
体
的
な
取
組

●
特
定
健
康
診
査
事
業

○
特
定
健
康
診
査
事
業
の
実
施

（
40
歳
以
上
75
歳
未
満
の
人
）

○
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
該
当
者
及
び
予
備
群
の
抽
出

○
情
報
提
供
事
業
の
強
化
（
医
療

機
関
と
連
携
し
生
活
習
慣
病

で
治
療
中
の
人
の
情
報
収
集
）

●
特
定
保
健
指
導
事
業

○
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
該
当
者
及
び
予
備
群
に
対

す
る
事
後
指
導

○
地
域
医
療
連
携
事
業
（
新
規
：

糖
尿
病
予
備
群
及
び
治
療
者

へ
の
生
活
指
導
や
治
療
継
続

の
支
援
）

○
糖
尿
病
予
防
教
室　

●
疾
病
予
防
事
業

○
人
間
ド
ッ
ク
受
診
助
成

　
（
一
般
＝
１
５
，
０
０
０
円
、

脳
＝
１
８
，
０
０
０
円
、
Ｐ
Ｅ

Ｔ
（
が
ん
）
＝
５
０
，
０
０
０

円
を
助
成
）

○
レ
セ
プ
ト
点
検

○
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
使
用

促
進

○
健
康
家
族
応
援
事
業

②
保
険
税
の

　
　

収
納
率
向
上
対
策

　

収
納
率
の
低
下
が
続
く
と
、
財

政
収
支
の
均
衡
を
図
れ
な
い
ば
か

り
か
、
国
民
健
康
保
険
制
度
そ
の

も
の
を
維
持
す
る
こ
と
が
困
難
に

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
た
収

納
率
向
上
対
策
と
し
て
、
戸
別
訪

問
や
夜
間
徴
収
な
ど
を
一
層
強
化

し
ま
す
。

具
体
的
な
取
組

●
既
存
の
取
組
の
連
携
強
化

○
「
鹿
屋
市
納
税
お
知
ら
せ
セ
ン

タ
ー
」
の
運
用
強
化

○
納
税
相
談
員
に
よ
る
個
別
訪
問

や
夜
間
徴
収
等
の
強
化

○
催
告
書
・
督
促
状
等
未
送
達
者

の
追
跡
調
査
の
強
化

○
合
同
特
別
催
告
に
よ
る
徴
収
の

強
化

○
滞
納
処
分
の
強
化

●
適
正
賦
課
対
策

○
国
保
と
他
医
療
保
険
と
の
二
重

加
入
者
の
調
査
実
施
に
よ
る
、

国
保
資
格
適
用
の
適
正
化

○
広
報
等
で
の
国
保
制
度
の
周
知

に
よ
る
国
保
資
格
適
用
の
適

正
化

○
住
民
税
未
申
告
者
に
対
す
る
申

告
指
導
に
よ
る
制
度
軽
減
措

置
（
７
・
５
・
２
割
軽
減
）
適

用
の
適
正
化

○
居
所
不
明
者
等
の
調
査
実
施
に

よ
る
賦
課
の
適
正
化

●
そ
の
他
の
収
納
対
策

○
短
期
証
交
付
基
準
の
見
直
し
に

よ
る
納
税
意
欲
向
上
の
促
進

○
分
割
納
付
の
指
導
強
化

○
納
入
方
法
の
変
更
に
よ
る
納
付

指
導
の
徹
底
（
特
別
徴
収
へ

の
変
更
）

○
口
座
振
替
加
入
の
さ
ら
な
る
促
進

③
保
険
税
の
見
直
し

　

平
成
23
年
度
に
つ
い
て
は
、
厳

し
い
地
域
経
済
や
雇
用
情
勢
等
を

勘
案
し
な
が
ら
、
総
合
的
な
観
点

か
ら
国
民
健
康
保
険
税
率
を
改
定

し
ま
し
た
。

国
　
　
　

保
加
入
者
の
皆
さ
ん
が
安

　
　
　

心
し
て
医
療
を
受
け
、
健

や
か
に
暮
ら
せ
る
環
境
を
維
持
・

確
保
し
て
い
く
た
め
、市
で
は「
鹿

屋
市
国
民
健
康
保
険
事
業
財
政
健

全
化
基
本
方
針
」
に
基
づ
い
て
、

「
医
療
費
の
適
正
化
」
や
「
保
険

税
の
収
納
率
向
上
対
策
」
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
国
民
健
康
保
険

税
率
の
引
上
げ
改
定
を
行
い
ま
し

た
。

　

お
互
い
を
支
え
助
け
あ
う
国
民

健
康
保
険
制
度
の
趣
旨
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
運
営
の
健
全
化
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

KANOYA  CITY
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国民健康保険　事業の財政健全化を進めます国民健康保険　



高
齢
者
の
介
護
を
み
ん

な
で
支
え
合
う
制
度

　

誰
で
も
高
齢
に
な
る
と
加
齢
に

よ
る
身
体
機
能
の
低
下
や
病
気
な

ど
に
よ
り
、
寝
た
き
り
や
認
知
症

等
の
症
状
で
介
護
が
必
要
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
ん
な
と
き
で
も
、
で
き
る
限

り
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
、
介

護
を
す
る
家
族
等
の
介
護
負
担
や

精
神
的
負
担
を
少
し
で
も
軽
く

し
、
み
ん
な
で
支
え
合
う
た
め
に

で
き
た
制
度
が
介
護
保
険
で
す
。

保
険
料
は
40
歳
以
上
の

市
民
全
員
で
負
担

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
た

め
の
介
護
保
険
事
業
の
財
源
の

50
％
は
40
歳
以
上
の
人
の
保
険
料

で
賄
わ
れ
、
残
り
の
50
％
が
国
・

県
・
市
の
公
費
（
税
金
）
に
よ
る

負
担
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
65
歳
以
上
の
人
の
介
護

保
険
料
に
つ
い
て
は
、
年
金
か
ら

の
差
し
引
き
や
口
座
振
替
、
納
付

書
払
い
な
ど
に
よ
り
納
め
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

給
付
費
は
毎
年
増
加

　

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に

か
か
る
費
用
（
給
付
費
）
は
毎

年
増
加
し
て
お
り
、
平
成
22
年
度

　

介
護
保
険
制
度
は
、
高
齢
者
の
方
々
に
介
護
が
必
要
と
な
っ
た

と
き
、
高
齢
者
と
そ
の
家
族
を
社
会
全
体
で
支
え
合
う
た
め
の
制

度
で
す
。

　

鹿
屋
市
の
介
護
保
険
事
業
の
現
状
や
制
度
な
ど
に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
今
月
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で

紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

み
ん
な
で
支
え
る

65 歳以上の人の保険料

※保険料は介護保険の大切な財源です。

保
険
料

公　

費 

4040 歳～64 歳の歳～64 歳の
人の保険料人の保険料国

県

市

（20％）（20％）

（30％）（30％）（25％）（25％）

（12.5％）（12.5％）

（12.5％）（12.5％）

40 歳～64 歳の
人の保険料国

県

市

（20％）

（30％）（25％）

（12.5％）

（12.5％）

施設サービス
・特別養護老人ホーム　など
　　　　　　　　約 26億円

その他　約 10億円

地域密着型サービス
・グループホーム　など
　　　　　　約 16億円

（12％）

（32％）

（19％）

（37％）

介護保険事業の財源

　
　

介
護
保
険

シ
リ
ー
ズ　

介 

護 

保 

険 

①

8



の
給
付
費
の
見
込
み
は
約
82
億
円

で
、
制
度
が
始
ま
っ
た
平
成
12
年

度
と
比
べ
て
約
２
倍
に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

こ
れ
は
、
要
介
護
認
定
者
数
や

サ
ー
ビ
ス
利
用
が
増
え
て
き
て
い

る
た
め
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
後
も
更
に
給
付
費
が
増
え
る

と
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
介
護

保
険
の
運
営
は
大
変
厳
し
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
24
年
度
か
ら
３
か

年
の
介
護
保
険
事
業
計

画
の
見
直
し

　

今
後
も
介
護
保
険
事
業
が
持
続

的
に
運
営
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
、
現
在
、「
第
５
期
介
護
保
険

事
業
計
画
」
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

こ
の
計
画
づ
く
り
の
中
で
は
、

毎
年
増
加
し
て
い
る
給
付
費
な
ど

の
現
状
を
踏
ま
え
、
平
成
24
年
度

か
ら
平
成
26
年
度
の
３
年
間
に
提

供
す
る
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
見

込
量
や
そ
れ
に
伴
う
介
護
保
険
料

額
の
見
直
し
な
ど
に
つ
い
て
、
検

討
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
高
齢
福
祉
課

　

☎
０
９
９
４-

43-

２
１
１
１

　

内
線
３
１
８
５

介護保険サービス給付費介護保険サービス給付費 要介護認定者数要介護認定者数

介護保険サービス給付費と要介護認定者数の推移

※介護保険にかかる給付費と認定者数は年々増えています。

100 億円

90 億円

80 億円

70 億円

60 億円

50 億円

40 億円

30 億円

5,500 人

5,000 人

4,500 人

4,000 人

3,500 人

3,000 人

2,500 人

2,000 人

平成 12 年度　    　　　平成 17 年度　    　　　平成 22 年度

5,458 人

4,745 人

3,442 人

40 歳～64 歳の
人の保険料国

県

市

（20％）

（30％）（25％）

（12.5％）

（12.5％）

施設サービス施設サービス
・特別養護老人ホーム　など・特別養護老人ホーム　など
　　　　　　　　約 26億円　　　　　　　　約 26億円

その他　約 10億円その他　約 10億円

在宅サービス
・ヘルパー
・デイサービス　など
　　　　　約 30億円

地域密着型サービス地域密着型サービス
・グループホーム　など・グループホーム　など
　　　　　　約 16億円　　　　　　約 16億円

地域密着型サービス
・グループホーム　など
　　　　　　約 16億円

施設サービス
・特別養護老人ホーム　など
　　　　　　　　約 26億円

その他　約 10億円

（12％）（12％）

（32％）（32％）

（19％）（19％）

（37％）（37％）

（12％）

（32％）

（19％）

（37％）

約 82 億円約 82 億円

約 64 億円約 64 億円

約 42 億円約 42 億円約 42 億円

平成 22年度給付費の内訳

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS9



2011
　4月 28日から 6月 5日まで、かのやばら園で「かのやばら祭り 2011 春」が開催されました。
　期間中は、県内外から約 65,000 人が訪れ、来園者は、ばらの香りに包まれ、一面に咲き誇
る春ばらに魅了されていました。
　今回のばら祭りは、東日本大震災復興支援イベントと位置づけ、復興支援缶バッジの販売や
ばら苗のチャリティーオークションなどで義援金を募ったほか、榎木孝明さんを招いてのス
ケッチ大会や浅井愼平さんによる写真撮影会、哀川翔さんのトークショーなどが行われました。

【問い合わせ】市観光振興課　☎ 0994-31-1121

かのやばら祭り

▲ 来園者と一緒にスケッチを楽しむ
榎木孝明さん

▲雨の中、多くの人で賑わった哀川翔トークショー

▲写真とばらの魅力を伝える
　浅井愼平さん

▲ 雨が降る中、会場を大いに盛り上げ
た阿蘇猿回し劇場の勘平（左）・新八

▲復興支援缶バッジ

10

▲ 大隅の高校生ボランティアを中心に活躍し、
大好評だった「シャッター押します隊」

▲ 薩摩剣士隼人ショー

▲トークショー後のチャリティー販売＆握手会



　鹿屋市内のばらのある花壇とばらの鉢の美しさを競う「第4回ばら
いっぱいコンクール」が行われ、花壇の部、鉢の部（一般部門、チャレン
ジ部門）の応募の中から最優秀賞2点をはじめ10点の入賞作品が決定
し、５月21日にかのやばら園で入賞者の表彰式が行われました。

　キャンドルに照らされた夜のばら園の新たな魅力を楽しんでもらおうと、5月13日
から15日までの3日間限定で「キャンドルナイトinかのやばら園」を開催しました。
　園内では、市内8団体がアイデアいっぱいのキャンドルアートを約5,000個製作・
展示し、また、カラーガーデンでは満開のばらが咲き誇る中でオペラや市民コンサー
トが行われました。同イベントには、3日間で約3,000人が訪れ、スポットライトに
照らされた夜のばらの幻想的な雰囲気を楽しんでいました。

最優秀賞最優秀賞

花壇
の部

優秀賞優秀賞 優秀賞優秀賞

大園 一行さん（古江町）

大黒小学校
（下高隈町）

新生町内会 
（新生町）

【チャレンジ 部門】

最優秀賞最優秀賞

鉢
の部

優秀賞優秀賞

【一 般 部 門】

福永 清子さん（横山町）

立元 良三さん（高須町）

加藤 リサさん
（寿5丁目）

吉岡 香織さん
（新栄町）

宮地 美保子さん 深水 とも子さん 児玉 照子さん
（串良町岡崎） （笠之原町） （新川町）

入賞入賞

▲イルミネーションで飾られたローズチャペル
KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS11

キャンドルナイト in かのやばら園

▲ ペットボトルなどを再利用して作
られたキャンドルアート

▲被災地を応援する竹灯ろう

▲ 鹿児島国際大学生によるオペラ「魔笛」

コンクール
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※　　　  は市旗です。市全体の話題の場合に表記しています。

KANOYA鹿屋

　５月７日、輝北町市成の輝北うわば公園で「第23回南日本クロスカン
トリー大会ＩＮきほく」が開催されました。
　大会では、ファミリーの
部、グループの部や一般など
８種目が行われ、県内外か
ら521人のランナーがエント
リー。参加者は、桜島を眼下
に眺める絶景の中、起伏に富
んだコースを颯爽と駆け抜け
ました。各部門の優勝者は次
のとおり。

製茶技術の製茶技術の
向上目指す向上目指す

　５月26日、ＪＡ鹿児島きもつき
東部支所で「肝属地区茶品質向上
共進会」が行われました。
　これは、肝属地区の上級茶生産
に向けた意識醸成や生産・製茶技
術の向上を図るために行われてい
るもの。
　当日は、深蒸し煎茶、普通煎
茶、玉緑茶を含む４部門で、県農
業開発総合センター職員などによ
る審査が行われました。

新緑の中を駆け抜ける

各部門の優勝者一覧（敬称略）
【高校・一般女子3㎞】榊　なるみ（霧島市）
【高校・一般男子5㎞】坂中 省章（志布志市）
【一般8㎞】松下 泰平（曽於市）
【一般男子3㎞】吉川 悟史（霧島市） 
【中学女子2㎞】青山 佳代（隼人中） 
【中学男子3㎞】森　静哉（輝北中）
【グループの部】日当山S＆T①（霧島市）

　５月28日、市体育館で、「鹿屋
市保健福祉ふれあいスポーツ大
会」が開催されました。
　この大会は、高齢者や障害者な
どがスポーツを通じて相互の親睦
を図るために行われているもの
で、今年で34回目。高校生ボラン
ティアなどを含め約500人が参加
した会場では、一日中笑顔が絶え
ず、参加者はさわやかな汗を流し
ながら交流を深めました。

　５月28日、鹿屋市立図書館では開館30周年を迎え「図書館開館30周年記
念式典」が開催されました。
　式典では、図書館活動に貢献してきたボランティア団体「おはなし文庫
Po絵夢」「和紙ちぎり絵同好会」の表彰のあと、図書館提携校である寿小
と大姶良小の児童と図書館職員が共同で作成した大型絵本開きが行われま
した。また、ブックリサイクルや君がチャンピオン、書で遊ぼう、和綴じで
作ろうマイメモ帳などの関連イベントも行われ、多くの人で賑わいました。
　市立図書館は、昭和56年５月27日に開館。現在、蔵書数が173,804冊
で、大隅半島では最大の蔵書数となっています。これからも「図書館まつ
り」等を企画して、さらに多くの市民の皆さんに利用していただけるように
努めていきます。

市立図書館が 30周年を迎え市立図書館が 30周年を迎え
各種イベント開催各種イベント開催

鹿屋 KANOYAスポーツでスポーツで
相互交流を図る相互交流を図る

輝北 KIHOKU
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　６月１日、株式会社夢
かのやと鹿屋市の立地協
定調印式が、市役所で行
われました。
　同社は、地域農産物の
生産から加工、流通、販
売までを一体的に展開す
る内発型産業振興のモデ
ル事例として、下堀町に
農産物処理加工施設を新
設します。
　今回の立地は、農家が安心して農産物を生産できる
環境を整えることにより、担い手の育成・確保、耕作
放棄地の解消などに繋げたいとの思いから実現したも
のです。
　同社は、来年４月に操業を開始する計画で、雇用は
当初30人、１年後には約100人を予定。関西圏への販
売先も確保されており、地域経済の活性化に大きく貢
献するものと期待されています。

㈱夢かのやと㈱夢かのやと
立地協定締結立地協定締結

　５月１日から8日まで、串良町上小原の柳谷町内会
通称「やねだん」で東日本大震災のチャリティーイベ
ントとして「第４回芸術祭」が行われました。
　やねだんに移住してきた芸術家７人の作品を中心
に、県内外から多くの芸術作品が展示され、多くの家
族連れなどが芸術作品に魅了されていました。
　また、芸術祭の開会式では、東日本大震災の復興支
援として、被災地に送る自動車１台が披露されまし
た。これは、被災した子どもたちや子育て世代を支援
する宮城県仙台市の「東北関東大震災・共同支援ネッ
トワーク」に届けられます。

　５月26日に野里保育園、31日
にエンゼル保育園の園児が「野菜
の植え付け」を体験しました。
　これは、鹿屋農業青年クラブが
取り組む「アグリキッズ育成プロ
ジェクト」の一環。園児たちに農
業を体験して、農を身近に感じて
興味を持ってもらおうと行われた
もので、園児たちは、「大きく
育ってね」と話しかけながら植え
付けを行いました。

　５月15日、リナシティかのやで
「第３回子育てフェスティバル」
が開催されました。
　これは、「安心して子どもを産
み育てる環境づくり」などの推進
を目的に開催されたもので、今年
で３回目。約2,000人が訪れた会
場では、一般・学生ボランティア
による展示や読み聞かせのほか、
体験コーナーなどもあり、親子が
一緒になって楽しんでいました。

　５月21日、信愛幼稚園の園児が
市役所を訪問し、歌と花束をプレ
ゼントしました。
　これは、園児の社会体験の一環
として、いつも働いている皆さん
へ感謝の気持ちを込めて「花の
日」に行われているもの。園児た
ちは、元気な歌を全員で合唱した
あと、「いつもみんなのためにお
仕事ありがとう」と感謝の言葉と
花束を職員に手渡しました。

親子一緒に楽しむ親子一緒に楽しむ

KUSHIRA串良 「やねだん」で芸術祭「やねだん」で芸術祭

KANOYA鹿屋 園児たちが園児たちが
花のプレゼント花のプレゼント

KANOYA鹿屋野菜の植え付けを体験野菜の植え付けを体験
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　天神町の川村墓石店に隣接した
「いこいの里園」で2,500株のあ
じさいが咲き誇っています。
　同園は、高須町の川村忠光さん
が、採石場だった敷地約５haを
切り開いて、平成４年から手作り
で整備したもの。あじさいを鑑賞
しやすいようにと石垣を作りあげ
たほか、休憩所も完備されていま
す。あじさいは、６月中旬ごろが
満開ということです。

　５月２日に鹿屋高校で、５月６日、寿北小学校、寿小学校で「宝暦治
水・薩摩義士物語千の松になって」の紙芝居公演が行われました。
　合計23枚からなる自作の紙芝居を披露したのは、木曽川、長良川、揖

い

斐
び

川の木
き

曽
そ

三
さん

川
せん

を改修した、宝暦治水工事の総奉行「平田靱
ゆ き え

負」から９
代目の子孫に当たる高須町出身の平田靱

ゆきひさ

久さん。平田さんは、250年を経
た現在でも薩摩義士に対する感謝の心を忘れない岐阜の人々への恩返し
をしたいとの思いから県内外で数多くの紙芝居公演を開始。
　公演を行うにつれ、鹿児島ではあまり知られていないと感じ、一人で
も多くの人に知ってもらいたいと、今回、鹿屋での披露となりました。
　紙芝居公演を観た高校生や小学生たちは、歴史への興味を抱くととも
に、薩摩義士の偉業に真剣な表情で聴き入っていました。

　５月14日、リナシティかのやで
「交通安全コンサート」が開催さ
れました。
　これは、春の全国交通安全運動
の一環で、交通安全の意識を高め
ようと行われたもの。当日は、
交通事故体験談の朗読や夜行反射
材効果実験などが行われたあと、
県警音楽隊と鹿屋東中学校吹奏楽
部によるコンサートが行われまし
た。

　５月28日、上高隈町のカピック
センターで「世界まるかじりバー
ベキュー」が開催されました。
　これは、世界を身近に感じても
らおうと行われたもの。
　当日は、家族連れや市内在住の
外国人など約30人が参加して、イ
ンドネシアやブラジル、タイなど
５か国の料理が用意され、参加者
たちは各国の料理を堪能していま
した。

　５月９日、吾平振興会館で劇団
かんなによる「夕鶴」の公演が行
われました。
　これは、芸術に接する機会の少
ない小中学生に、舞台芸術を鑑賞
してもらおうと行われたもの。
　演劇には、児童８人も特別出
演。当日は、児童生徒や地域住民
など約600人が鑑賞し、児童生徒
たちは、初めて見る劇団による演
劇に見入っていました。

吾平 AIRA劇団かんな劇団かんな
「夕鶴」公演「夕鶴」公演

交通安全の意識高める交通安全の意識高める
～交通安全コンサート～～交通安全コンサート～

KANOYA鹿屋手作りのあじさい園手作りのあじさい園
が完成が完成

KANOYA鹿屋 薩摩義士の偉業を紙芝居で披露

世界の料理を堪能世界の料理を堪能



　

消費税抜価格の鹿屋市地区別子牛のせり市結果（売却のみ）●５●月

｢

産
学
官
連
携
に
よ
る
新
商

品
開
発
セ
ミ
ナ
ー｣

の
参

加
者
を
募
集

●
日
時
＝
７
月
８
日（
金
）

　

14
時
〜
17
時

● 

場
所
＝
市
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

２
階
会
議
室

● 

対
象
者
＝
産
学
官
連
携
に
興
味

の
あ
る
企
業
や
個
人

●
内
容

○
基
礎
講
話

　

 

講
師
＝
遠
矢 
良
太
郎 

氏

　

 （
鹿
児
島
大
学
産
学
官
連
携
推

進
機
構
産
学
官
連
携
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）

○
事
例
発
表

　

講
師
＝
慶
児 

明
彦 

氏

　

 （
㈱
ジ
ー
ピ
ー
フ
ー
ズ
事
業
本

部
本
部
長
代
理
）

　

 

講
師
＝
中
島 

孝
子 

氏（
㈲
さ
く

ら
じ
ま
旬
彩
館
代
表
取
締
）

●
参
加
費
＝
無
料　
　

●
定
員
＝
20
人

●
応
募
期
限
＝
７
月
１
日（
金
）

※ 

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

市
企
業
支
援
課

　

☎
０
９
９
４ｰ

40ｰ

７
８
９
０

か
の
や
夏
祭
り
「
総
踊
り
」

の
参
加
チ
ー
ム
を
募
集

　

８
月
21
日（
日
）に
行
わ
れ
る
、

か
の
や
夏
祭
り
「
総
踊
り
」
の
参

加
チ
ー
ム
を
募
集
し
ま
す
。

●
日
時
＝
８
月
21
日（
日
）

　

17
時
〜
21
時
30
分

●
場
所
＝
鹿
屋
市
街
地

● 

曲
目
＝
ハ
ン
ヤ
節（
正
調
、
サ

ン
バ
調
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
調
）

※ 

お
は
ら
節
と
ハ
ン
ヤ
節
を
ア
レ

ン
ジ
し
た
曲
も
使
用
で
き
ま

す
。

● 

参
加
人
数
＝
１
チ
ー
ム
20
人
以

上
●
応
募
期
限
＝
７
月
20
日（
水
）

※ 

前
夜
祭
は
、
８
月
20
日（
土
）、

納
涼
花
火
大
会
は
８
月
27
日

（
土
）に
行
わ
れ
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

か
の
や
イ
ベ
ン
ト
協
議
会

　

☎
０
９
９
４ｰ

42ｰ

６
６
９
０

「
東
日
本
大
震
災
現
地
リ

ポ
ー
ト
出
前
講
座
」を
希
望

す
る
グ
ル
ー
プ
を
募
集

　

今
回
の
東
日
本
大
震
災
に
対
し

て
、
市
で
は
岩
手
県
大
船
渡
市
に

職
員
を
派
遣
し
、
人
的
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
現
地
に
派
遣
さ
れ
た
市

職
員
が
「
東
日
本
大
震
災
の
現
地

リ
ポ
ー
ト
出
前
講
座
」
と
し
て
、

現
地
で
の
活
動
状
況
、
被
災
地
の

状
況
等
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま

す
。
ぜ
ひ
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
７
月
に
は
、
全
市
民
の

皆
さ
ん
を
対
象
に
報
告
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
６
月
28
日
発
行
の

広
報
か
の
や
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

● 

対
象
者
＝
10
人
以
上
の
グ
ル
ー

プ
● 

日
時
及
び
場
所
＝
希
望
日
・
希

望
場
所
（
調
整
後
決
定
）

●
受
講
料
＝
無
料

● 

応
募
方
法
＝
電
話
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。

● 

応
募
期
限
＝
希
望
日
の
約
20
日

前
【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

市
総
務
課
（
３
階
）

　

☎
０
９
９
４-

31-

１
１
２
７

募
集
・
申
請

日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30

2011 6月
日日 月月 火火 水水 木木 金金 土土

1 2
3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16
17 18 19 20 21 22 23
24 25 26 27 28 29 30
31

2011 7月
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で
の
基
本
姿
勢
・
知
識
・
技
術

な
ど

●
対
象
者
＝
再
就
職
を
目
指
す
人

●
受
講
料
＝
無
料

※ 

テ
キ
ス
ト
代
２
３
，
０
０
０
円

が
必
要

●
定
員
＝
30
人

●
応
募
期
限
＝
７
月
19
日（
火
）

※ 

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

鹿
屋
高
等
技
術
専
門
校

　

☎
０
９
９
４ｰ

44ｰ

８
６
７
４

鹿
屋
農
業
高
等
学
校
「
生

涯
学
習
県
民
大
学
講
座
」

の
受
講
生
を
募
集

● 

日
程
＝
７
月
23
日（
土
）
〜
12

月
10
日（
土
）ま
で
の
全
９
回

コ
ー
ス

●
場
所
＝
鹿
屋
農
業
高
等
学
校

●
対
象
者
＝
20
歳
以
上
の
人

●
内
容

○ 

え
ひ
め
AI（
水
質
浄
化
剤
）で
環

境
浄
化

○
野
菜
の
栽
培
管
理

○
花
の
寄
せ
植
え
体
験

○
鶏
の
解
体
実
習　

な
ど

●
受
講
料
＝
無
料

※
保
険
料
、
材
料
費
は
自
己
負
担

● 

定
員
＝
30
人（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

親
子
で
星
塚
敬
愛
園
を
訪

ね
て
み
ま
せ
ん
か

　

県
で
は
、
ハ
ン
セ
ン
病
問
題
に

関
す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
啓
発

と
、
ハ
ン
セ
ン
病
で
あ
っ
た
皆
さ

ん
へ
の
偏
見
・
差
別
の
解
消
を
図

る
た
め
、
交
流
事
業
を
実
施
し
ま

す
。

●
日
時
＝
８
月
９
日（
火
）

　

10
時
〜
15
時

●
場
所
＝
星
塚
敬
愛
園

● 

対
象
者
＝
小
・
中
・
高
校
生
と

そ
の
保
護
者

● 

定
員
＝
１
３
０
人（
定
員
に
な

り
次
第
締
め
切
り
）

●
参
加
料
＝
無
料

●
応
募
期
限
＝
７
月
15
日（
金
）

※ 

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

県
健
康
増
進
課

　

☎
０
９
９ｰ

２
８
６ｰ

２
７
２
０

「
介
護
職
員
基
礎
研
修
」
の

受
講
生
を
募
集

● 

訓
練
期
間
＝
８
月
３
日（
水
）

〜
２
月
２
日（
木
）

● 

訓
練
会
場
＝
市
農
業
研
修
セ
ン

タ
ー
ほ
か

● 

訓
練
の
内
容
＝
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
従
事
す
る
た
め
の
職
業
教
育

と
し
て
、
職
務
に
あ
た
る
う
え

● 

応
募
方
法
＝
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
電
話
番
号
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号

を
記
入
の
う
え
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は

往
復
ハ
ガ
キ
で
ご
応
募
く
だ
さ

い
。

●
応
募
期
限
＝
６
月
27
日（
月
）

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

〒
８
９
３ｰ

０
０
１
４

　

鹿
屋
市
寿
２ｰ

17ｰ

５

　

鹿
屋
農
業
高
等
学
校
「
生
涯
学

　

習
県
民
大
学
」
係

　

☎
０
９
９
４ｰ

42ｰ

５
１
９
１

　

℻
０
９
９
４ｰ

42ｰ

４
９
０
０

「
ジ
ュ
ニ
ア
ボ
ー
ト
・
カ
ヌ
ー

教
室
」
の
参
加
者
を
募
集

●
日
時
＝
７
月
18
日（
月
）

　

９
時
〜

●
場
所
＝
大
隅
湖
ボ
ー
ト
コ
ー
ス

●
対
象
者
＝
小
学
生
及
び
保
護
者

●
定
員
＝
40
人

●
応
募
期
限
＝
７
月
８
日（
金
）

※ 

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

県
ボ
ー
ト
協
会
実
行
委
員
会

　

☎
０
９
０ｰ

５
９
２
０ｰ
４
４
３
０

 不用になったテレビは、適正に処分しましょう 不用になったテレビは、適正に処分しましょう
　今年の7月24日（日）にアナログテレビ放送は終了し、デジタルテレビ放送に移行します。不用になった
テレビを処分する際は、「家電リサイクル法」に基づいて適正に処分してください。
　あわせて、不法投棄の防止にもご協力をお願いします。不法投棄行為は、重大な犯罪で処罰されます。

●リサイクル処分方法
　○買い換えで古いテレビを処分するとき
　　新しいテレビを購入する店に引き取りを申し込みます。
　○古いテレビだけを処分するとき
　　購入した当時の店に引き取りを申し込みます。
　○購入した店で引き取りができないとき
　　 家電リサイクル受付センター（☎ 03-5296-7200）に申し
込みます。

【問い合わせ】
　市生活環境課（５階）　☎ 0994-31-1115

○自分でテレビを処分するとき
　① 最寄りの郵便局でリサイクル料金を振り
込みます。

　②リサイクル券を受け取ります。
　③次の指定引取場所にご自身で搬入します。
～指定引取場所～
　持増産業㈱　　☎ 0994-45-2690（下高隈町）
　久留米運送㈱　☎ 0994-41-6251（永野田町）

　　違法な不用品回収業者にご注意ください
　許可を持たない業者から料金を請求されてトラブルになった
り、業者が回収した廃棄物を不法投棄や不正輸出する事例が発
生していますので、ご注意ください。

！
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情報掲示板

運
転
免
許
証
を
自
主
返
納

さ
れ
る
皆
さ
ん
へ

　

市
で
は
、
65
歳
以
上
で
運
転
免

許
証
を
自
主
返
納
し
た
市
民
を
対

象
に
、
運
転
免
許
証
に
代
わ
る
身

分
証
明
書
と
し
て
「
写
真
付
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
」
を
無
料
で
交

付
し
ま
す
。

● 
対
象
者
＝
次
の
条
件
を
す
べ
て

満
た
す
人

○
鹿
屋
市
民
で
65
歳
以
上
の
人

○ 

平
成
23
年
５
月
11
日
以
降
に
運

転
免
許
証
を
自
主
返
納
し
た
人

○ 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
保
有

し
て
い
な
い
人

●
手
続
方
法

① 

鹿
屋
警
察
署
の
交
通
課
で
、
運

転
免
許
証
を
自
主
返
納
す
る
と

「
運
転
免
許
証
自
主
返
納
カ
ー

ド
」
と
「
返
納
し
た
運
転
免
許

証
の
コ
ピ
ー
」
が
発
行
さ
れ
ま

す
。

② 

市
役
所
の
市
民
課
で
、
鹿
屋
警

察
署
が
発
行
し
た
「
運
転
免
許

証
自
主
返
納
カ
ー
ド
」、「
返
納

し
た
運
転
免
許
証
の
コ
ピ
ー
」

を
添
え
て
、「
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
交
付
申
請
書
」
を
記
載

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

防
衛
省
職
員
採
用
Ⅲ
種
試

験
の
受
験
者
を
募
集

●
職
種
＝
防
衛
省
職
員

● 

受
験
資
格
＝
平
成
２
年
４
月
２

日
〜
平
成
６
年
４
月
１
日
生
ま

れ
の
人

● 

受
付
期
間
＝
７
月
１
日（
金
）

〜
19
日（
火
）

●
一
次
選
考
＝
９
月
25
日（
日
）

● 

試
験
案
内
等
の
請
求
方
法
＝

「
Ⅲ
種
試
験
」
と
朱
書
き
し
た

封
筒
に
、
１
４
０
円
分
の
切
手

を
貼
付
し
た
返
信
用
封
筒（
角

型
２
号
、
あ
て
先
と
請
求
す
る

試
験
名
を
明
記
）を
同
封
し
て

送
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先
】

　

〒
８
１
２ｰ

０
０
１
３

　

福
岡
市
博
多
区

　

博
多
駅
東
２ｰ

10ｰ

７

　

九
州
防
衛
局
総
務
課

　

☎
０
９
２ｰ

４
８
３ｰ

８
８
１
５

お
知
ら
せ

　住居表示が実施されている区域内に建物を新築した場合は、届出が必要です。この区域内においては、届
出がないと住居番号が設定されず住民登録ができない場合がありますので、必ず届出を行ってください。
　なお、住居番号の決定は現地調査等を必要としますので、届出から数日を要します。
　また、住居番号の決定を受けた建物については、出入口や門などに「住居表示板」の設置をお願いしてお
り、街区の角（電柱等）には、住居表示が実施されている地区ごとに町名・街区番号を表示した「街区表示板」
が取り付けられています。この「住居表示板」や「街区表示板」が破損・紛失又は見えにくくなった場合は
ご連絡ください。

●対象となる地域
本町、朝日町、向江町、西大手町、大手町、古前城町、曽田町、共栄町、
北田町、打馬１丁目、打馬 2丁目、西原１丁目、西原２丁目、西原３丁目、
西原４丁目、上谷町、新栄町、新生町、白崎町、寿１丁目、寿２丁目、寿３
丁目、寿４丁目、寿５丁目、寿６丁目、寿７丁目、寿８丁目、札元１丁目

※アンダーラインは、一部未実施区域を含む。
※平成 23年 8月 1日から、笠之原町の一部も対象地域に追加されます。

●届出の種類・時期
　届出の種類によって、提出に必要な書類等が異なります。

届出書類 届出時期 届出に必要なもの 届出人

設定届 住居表示実施区域内に住居表示を必要とする建物
等を新築したとき（建物完成前でも届出可）

・印鑑（認印可）
・建物等の付近の見取図（案内図）
又は字図

・建物等の出入口がわかる図面
・敷地に対する建物の配置図

建物等の
所 有 者・
管理者又
は居住者

変更届 すでに住居番号が設定されているが、改築等によ
り変更が必要になったとき

廃止届 住居表示を設定している建物等を取り壊したとき
・印鑑（認印可）
・建物等の付近の見取図（案内図）

【問い合わせ・届出先】　市都市政策課（４階）　☎ 0994-31-1130

◀
住
居
表
示
板

住居表示に関する届出について住居表示に関する届出について

▶
街
区
表
示
板

18



　

※ 

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
交
付

申
請
は
、
運
転
免
許
証
を
自
主

返
納
し
た
日
か
ら
１
年
以
内
に

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
を

過
ぎ
る
と
、
無
料
交
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
民
課
（
１
階
③
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

43ｰ

２
１
１
１　

　

内
線
３
１
５
６

「
家
庭
教
育
公
開
講
演
会
」

を
開
催

●
日
時
＝
７
月
３
日（
日
）

　

14
時
〜
16
時

●
場
所
＝
市
文
化
会
館

●
講
演

○
演
題
＝
心
を
育
て
る
親
子
響
育

　

 

講
師
＝
丸
山 

貴
代 

氏

　
（
東
京
家
庭
教
育
研
究
所
長
）

●
入
場
料
＝
無
料

※
手
話
通
訳
あ
り

※ 

２
歳
〜
６
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん

は
託
児
を
行
い
ま
す
の
で
、
事

前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
生
涯
学
習
課
（
６
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
３
８

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険

者
・
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
の
皆
さ
ん
へ

被
保
険
者
証
の
更
新
に
つ
い
て

　

現
在
お
持
ち
の
被
保
険
者
証
の

有
効
期
限
が
７
月
31
日（
日
）ま
で

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

８
月
１
日（
月
）か
ら
有
効
の
被
保

険
者
証
を
７
月
中
に
各
家
庭
へ
送

付
し
ま
す
。

　

ま
た
、
簡
易
書
留
で
の
受
け
取

り
や
窓
口
で
の
直
接
受
け
取
り
も

可
能
で
す
。
希
望
す
る
人
は
７
月

８
日（
金
）ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
窓
口
で
の
受
け
取
り
は
、
７

月
25
日（
月
）か
ら
で
す
。

被
保
険
者
証
の
臓
器
提
供
意
思
表

示
欄
に
つ
い
て

　

臓
器
提
供
の
意
思
表
示
の
機
会

の
拡
大
や
、
移
植
医
療
に
関
す
る

啓
発
・
知
識
の
普
及
な
ど
の
た
め
、

被
保
険
者
証
の
裏
面
に
臓
器
提
供

意
思
表
示
欄
が
設
け
て
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
の
意
思
で
救
え
る
い

の
ち
が
あ
り
ま
す
。
臓
器
提
供
の

意
思
表
示
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

※ 

臓
器
提
供
意
思
表
示
欄
へ
の
記

入
は
任
意
で
す
。
必
ず
記
入
す

る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※ 

意
思
表
示
の
内
容
を
知
ら
れ
た

く
な
い
人
に
つ
い
て
は
、
意
思

表
示
欄
保
護
シ
ー
ル
を
市
健
康

保
険
課
、
各
総
合
支
所
で
配
布

し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
健
康
保
険
課

　
（
１
階
⑤
・
⑥
番
窓
口
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
６
２

河
川
愛
護
作
業
に
お
け
る

草
刈
機
の
混
合
油
を
支
給

　

県
で
は
、
河
川
愛
護
団
体
へ
の

支
援
措
置
と
し
て
、
河
川
愛
護
作

業
に
お
け
る
草
刈
機
の
混
合
油
を

１
団
体
に
つ
き
10
リ
ッ
ト
ル
以
内

で
支
給
し
て
い
ま
す
。

　

混
合
油
の
支
給
を
希
望
す
る
団

体
は
、
作
業
実
施
の
２
週
間
前
ま

で
に
団
体
名
・
代
表
者
名
・
作
業

実
施
日
・
作
業
予
定
区
間
を
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

市
道
路
建
設
課
（
４
階
）

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
２
８ ▶  後期高齢者医療被保険者証

の裏面

【問い合わせ】　市生涯学習課文化財センター　☎ 0994-31-1167

移動考古展「中尾地下式横穴墓の世界展」移動考古展「中尾地下式横穴墓の世界展」
　市内各地域を巡回する移動考古展「中尾地下式横穴墓の世界展」を開催します。
　吾平地区で出土した象

ぞう

嵌
がん

装
そう

大
た

刀
ち

は、鹿児島県内初の発見であり、写真に見えるハート型の文様は心
しん

葉
よう

文
もん

と言い九州でも４例目の発見となる極めて貴重な資料です。
　移動考古展では、象嵌装大刀のレプリカ、ＣＴ画像写真パネル、中尾地下式横穴墓関連パネル、出土鉄
製品を展示します。
●開催日程　

入場無料

場　　所 期　　日
大姶良地区学習センター ６/14（火）～      27（月）
高須地区学習センター ６/28（火）～７/11（月）
花岡地区公民館 ７/12（火）～      29（金）
西原地区学習センター ７/30（土）～８/15（月）
中央公民館 ８/16（火）～      29（月）
東地区学習センター ８/30（火）～９/12（月）
高隈地区交流促進センター ９/13（火）～      26（月）
輝北コミュニティセンター ９/27（火）～10/11（火）
串良公民館 10/29（土）～11/14（月） ▲鹿屋市指定文化財（平成 23 年 2月 23 日指定）

　象嵌装大刀外中尾 6号地下式横穴墓出土金属器
　（鍔部分 CT写真）

入場無料

※各会場最終日は、午前中までの展示となります。

KANOYA  CITY
PUBLIC  RELATIONS19



　

市立図書館 ☎ 0994-43-9380
吾平振興会館図書室 ☎ 0994-58-6036
輝北コミュニティセンター図書室 ☎ 099-486-0505
串良公民館図書室 ☎ 0994-63-2623

 新刊図書の案内市立図書館からのおすすめ 
Library Information

図書館情報

　

映
画 

「
わ
さ
お
」 

● 

上
映
期
間
＝
６
月
18
日（
土
）

〜
７
月
１
日（
金
）

●
上
映
時
間（
１
１
６
分
）

　

①
10
時
〜　

②
13
時
〜

　

③
16
時
〜　

④
19
時
〜

●
鑑
賞
料

　

高
校
生
以
上
＝
１
，
０
０
０
円 

　

中
学
生
以
下
＝　
　

８
０
０
円

※ 

上
映
期
間
・
時
間
、
鑑
賞
料
は

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

【
問
い
合
わ
せ
】 

　

リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や

　

☎
０
９
９
４ｰ

35ｰ

１
０
０
１

　日本一愛される
ブサかわ犬、主演
デビュー。
　大自然で生きる
わさおと人間の温
かい絆の物語が、
日本を元気にす
る！

平
成　

年
度
地
籍
調
査
を

実
施
し
ま
す

　

市
で
は
、
国
土
調
査
法
に
基
づ

き
、
地
籍
調
査
を
実
施
し
て
い
ま

す
。

　

地
籍
調
査
と
は
、
地
権
者
立
会

い
の
も
と
土
地
の
境
界
を
確
認
し

測
量
を
行
い
、
現
況
に
即
し
た
正

確
な
図
面
を
作
成
し
、
そ
の
成
果

を
法
務
局
へ
送
付
し
て
登
記
簿
の

書
き
換
え
を
行
う
大
変
重
要
な
事

業
で
す
。

　

関
係
地
権
者
の
皆
さ
ん
に
は
、

境
界
立
会
い
の
案
内
文
書
を
送
付

し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

● 

平
成
23
年
度
の
調
査
地
区
＝
田

淵
町
、
星
塚
町
、
池
園
町
、
打

馬
一
丁
目
、
打
馬
二
丁
目
、
輝

北
町
上
百
引
の
各
一
部
の
地
区

【
問
い
合
わ
せ
】

　

 

吾
平
総
合
支
所
地
籍
調
査
推
進

室

　

☎
０
９
９
４ｰ

31ｰ

１
１
７
７

　

輝
北
総
合
支
所
産
業
振
興
課

　

☎
０
９
９ｰ

４
８
６ｰ

１
１
１
１

　

内
線
２
６
０
６

吾
平
振
興
会
館
図
書
室

母

－

オ
モ
ニ

－　

姜
尚
中
著

麒
麟
の
翼

　
　
　
　

東
野
圭
吾
著

島
田
紳
助
１
０
０
の
言
葉

　
　

島
田
紳
助
著

老
い
の
才
覚

　
　
　

曽
野
綾
子
著

お
こ
だ
で
ま
せ
ん
よ
う
に

　
　

く
す
の
き
し
げ
の
り
作

小
さ
な
流
れ

下
村
明
作

遊
べ
る
！
楽
し
い
！
お
り
が

み
お
も
ち
ゃ

　
　
　
　

い
ま
い
み
さ
著

ラ
イ
オ
ン
と
ネ
ズ
ミ蜂

飼
耳
作

輝
北
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　

セ
ン
タ
ー
図
書
室

人
間
回
復
の
瞬
間

　
　
　
　
　
　

上
野
正
子
著

告
白

湊
か
な
え
著

お
母
さ
ん
の
最
後
の
一
日

　
　
　
　
　

北
川
悦
吏
子
著

ク
ラ
イ
マ
ー
ズ
・
ハ
イ

　
　
　
　

横
山
秀
夫
著

パ
オ
ち
ゃ
ん
の
た
の
し
い
お

ふ
ろ　

な
か
が
わ
み
ち
こ
作

な
わ
と
び
し
ま
し
ょ

　
　
　
　

長
谷
川
義
史
作

う
め
ぼ
し
く
ん

　

わ
た
な
べ
あ
や
作

ワ
ニ
く
ん
の
ア
ッ
プ
ル
パ
イ

み
や
ざ
き
ひ
ろ
か
ず
作

串
良
公
民
館
図
書
室

さ
び
な
い
生
き
方

　
　
　
　
　
　

藤
原
和
博
著

あ
い
さ
つ
は
一
仕
事

　
　
　
　
　

丸
谷
才
一
著

杉
下
右
京
の
事
件
簿

　
　

碇
卯
人
著

プ
ラ
チ
ナ
デ
ー
タ東

野
圭
吾
著

風
よ
！
カ
ナ
の
島
へ

　
　
　
　
　
　

森
夏
月
作

ち
び
ま
る
子
ち
ゃ
ん
の
あ
ん

ぜ
ん
え
ほ
ん

　

さ
く
ら
も
も
こ
作

か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の
だ
・
だ
・

だ
・
だ
い
ぼ
う
け
ん
！

　
　

原
ゆ
た
か
作

　　　　　　　  子規、最後の八年
関川 夏央 著　講談社

　28 歳で結核を発症し 35 歳で逝った子
規。彼の病床には、漱石・虚子・秋山真之ら、
多くの友が集まる。近代日本の文芸表現
の道筋を決めた、その濃密な晩年を描く。

黄金の騎士団
井上 ひさし 著　講談社
　子ども共和国をつくるために、聖母の
騎士団の少年達が商品先物取引で資金を
生み出すと、国際資本と政治家が立ちふ
さがった。逆転の大芝居の結果は！？

　　　　捨て犬・未来と子犬のマーチ
今西 乃子 著　岩崎書店

　 障害を負って捨てられた子犬の未来。
その未来のもとに、同じように人間に捨
てられた子犬たちが次々にやって来た。
「未来ちゃん、たのんだよ！」

エイミーとルイス
リビー・グリーソン 作　岩崎書店
　ルイスのともだちエイミーは、ある日
遠くへ引っ越してしまいました。遠く離
れた友達を思う気持ちが溢れる、心あた
たまる物語。

リ
ナ
シ
ア
タ
ー

映
画
情
報

情報掲示板
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第5回第5回
コーラスフェスティバル

鹿屋市自主文化事業

【問い合わせ】リナシティかのや　☎ 0994-35-1001

時間：開演　19：30 ～
会場：市文化会館
料金：一　　　般　2,000 円
　　　高校生以下　1,000 円
　　　（当日券は 500 円増）

アトランタで最も活躍す
るジャズミュージシャン

「山下洋輔 New Trio」の
メンバーとして、全国で
活躍

Bass: 小松 康
鹿児島在住のジャズドラ
マー

Drums: 森田 孝一郎

■テレホンガイドかのや
　☎０９９４-４２- ４０００
　（平日）イベント等を案内
　（休日）休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内
■大隅肝属地区消防組合テレホンサービス
　☎０９９４-４３- ０１１９
　（平日）午後 5時から夜間救急当番医を案内
　　　　  ※ただし、火災発生時は一時火災情報に変わります。
　（休日）休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医を案内

６月・７月の歯科休日急患在宅医

６月・７月の休日救急当番医

※休日救急当番医及び歯科休日急患在宅医は、変更になることがあ
　ります。各医療機関にご確認のうえ、受診してください。

◇鹿屋市医師会　　診療時間　午前８時 30 分～午後６時

◇肝属東部医師会　　　    診療時間　午前９時～午後５時
月　日 医療機関 住　所 電話(0994）

6 月 19 日
吉川医院 肝付町前田 65-2022
宮地胃腸科外科 串良町岡崎 63-5040

26 日
小野医院 肝付町前田 65-2314
花田整形外科リウマチ科医院 串良町有里 63-1379

 7 月  3 日
小浜クリニック 吾平町上名 58-6025
山路医院 東串良町池之原 63-2134

10 日
入佐内科 吾平町麓 58-7006
児玉医院 東串良町川東 63-8522

17 日
高山胃腸科・外科 肝付町前田 65-7171
はらだ整形外科 東串良町池之原 63-8080

◇鹿屋市歯科医師会　　　　   診療時間  午前９時～午後３時
月　日 医療機関 住　所 電話（0994）
6 月 19 日 高須歯科医院 高須町 47-2525

26 日 武田歯科医院 今坂町 44-1619
7 月   3 日 辻畑歯科医院 大手町 42-2359

10 日 西の原歯科 打馬 1丁目 40-4180
17 日 中野歯科医院 共栄町 41-7455
18 日 中原歯科医院 西原 1丁目 43-0088

…内科　　…小児科　 …外科小

※休日救急当番医の診療は、急病に対する処置ですので、翌日は
かかりつけの医師などの診療を受けてください。

　原則として、投薬期間は通常 1日分とします。

【問い合わせ】市文化会館　☎ 0994-44-5115

第5回
コーラスフェスティバル

鹿屋ジャズシリーズ vol .1鹿屋市自主文化事業

2010 日本ジャズボーカ
ル大賞新人賞

Vocal: 飯田さつき Piano: 宮本貴奈

７月８日（金）

飯田さつき＆宮本貴奈飯田さつき＆宮本貴奈

●期日　6月 26日（日）
●開演　13：00～
●場所　リナシティかのや 3階ホール
●料金　無料

　

小
学
生
か
ら
一
般
ま
で
、
鹿
屋
市
内
の
様
々
な
コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
が
集
ま
っ
て
心
に
響
く
素
敵
な
ス
テ
ー
ジ
を
作
り

上
げ
ま
す
。

　

あ
な
た
も
リ
ナ
シ
テ
ィ
か
の
や
ホ
ー
ル
で
、
コ
ー
ラ
ス
な

ら
で
は
の
感
動
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
？

あ
な
た
も
き
っ
と
歌
い
た
く
な
る
。
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月　日 医療機関 住　所 電話（0994）

6 月 19 日
 浜崎クリニック 向江町 43-3305

小  まつだこどもクリニック 西原 2丁目 52-0507
 はるしま整形外科クリニック 旭原町 41-2211

26 日
 前田内科 本町 42-2175

小  おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 そえじまクリニック 旭原町 41-6800

7 月   3 日
 児玉上前共立病院 寿５丁目 43-2510

小  児玉上前共立病院 寿５丁目 43-2510
 よしどめ整形外科 川西町 31-1700

   10 日
 福田病院 寿３丁目 43-4191

小  おひさまこどもクリニック 新川町 42-7822
 鮫島整形外科病院 寿１丁目 43-2535

17 日
 伊東クリニック 札元２丁目 43-3500

小  えとう小児科 札元２丁目 40-3700
 検見崎病院 西原１丁目 43-2991

18 日
 鹿屋ハートセンター 札元２丁目 41-8100

小  まつだこどもクリニック 西原 2丁目 52-0507
 西原外科クリニック 西原１丁目 43-4195
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№ 支援の種類 支援項目 支援内容

1 移動旅費
支援金

被災地から鹿屋市までの移動費用
※１回限り

１人当たり 50,000 円
※小学生以下は半額

2 生活支援金 当分の間の生活費用
※１回限り

１人当たり 50,000 円。ただし、１世帯当たり
300,000 円が上限。
※実家又は親族宅に滞在するときは半額

3 子育て支援金 18 歳以下の子の養育費用
※１回限り １人当たり 100,000 円

4 住宅支援金 民間賃貸住宅の敷金、礼金、家賃等の入居
費用　※１回限り 実費。ただし、１世帯当たり 250,000 円が上限。

5 市営住宅 家賃、敷金及び上下水道料金 免除。ただし、１年間が上限。

6 家庭系ごみ袋 可燃用ごみ袋及び不燃用ごみ袋 無料配布。ただし、１月当たり各 10 枚が上限。

7 予防接種 予防接種の費用 無料

8 教育相談 電話相談及び相談員等の派遣 優先的に相談及び派遣

9 保育所 入所及び保育料 ●入所は、優先的に受入れ可能
●保育料は被災状況に応じて減額又は免除

10 市立鹿屋女子
高等学校 転入学、入学金

●転入学は個々の状況に応じて弾力的に受入れ
可能

●入学金は免除

11 鹿屋看護
専門学校 転入学、入学金及び授業料

●転入学は、選考上適当と認められ、欠員があ
る場合に受入れ可能

●入学料は免除、授業料被災状況に応じて減額
又は免除

12 事務補助員
等の雇用 鹿屋市事務補助員及び作業員の雇用 優先的に雇用

13 農業研修生 農業研修生（スプレー菊の栽培）の受入れ

●輝北町農業公社（宿泊施設に入居）で
　農業研修生として２年間受入れ
●研修手当月額 150,000 円
　（夫婦は月額 200,000 円）

東日本大震災被災者支援情報
　市では、東日本大震災の被災者の皆さんを支援するため、現在、市内で避難されている人に対し、各種
支援を行っていますので、被災者の皆さんは市総務課消防防災室までご連絡ください。
　また、市民の皆さんも、親戚、知人などで、避難している人がいらっしゃいましたら、お知らせしてく
ださいますよう、よろしくお願いします。

【問い合わせ・被災者支援受付窓口】市総務課消防防災室　☎ 0994-31-1124

●支援対象者
　次の事項をいずれも満たす人
　　① 災害救助法の適用を受けた市町村（東京都を除く）、又は、原子力災害対策特別措置法の規定に基

づく避難指示を受けた区域に居住されていた人
　　②震災発生日以後に被災地から鹿屋市に移動し、１か月以上（移動旅費支援金は７日以上）鹿屋市に
　　　居住することが見込まれ、かつ、平成 23年５月 12日以後に、現に市内に居住している人
　　※鹿屋市への住民登録の有無は問いません。

●市が実施する被災者支援策の一覧
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印刷の事なら、新生社印刷にお任せください

南九州で業界初の認証取得

〒893ー0013　鹿児島県鹿屋市札元1ー22ー34
TEL 0994ー43ー2238　FAX 0994ー43ー7541

ご連絡頂ければ、すぐ営業がお伺い致します！

南九州 業 初 得

　名刺やハガキ、チラシや雑誌、ポスター、パンフレットなどの高品位な印刷物を、自社内の一貫生産ラインにて製作。

プランニング
／デザイン

プレゼンテーション デザインワーク
（組版処理・画像処理）

校正／色校正 刷　版 印　刷 製本／加工

　ひとくちに「印刷物」といっても、とっても幅が広くて、
奥行きも深いもの。
　私たちは、お客さまが印刷物に望む「こういうもの」を
形にして、あなただけのオリジナル商品をつくっています。

暮らしに密着した製品づくりをトータルで考えます。

旨
い
焼
酎
と

旨
い
肴
が
あ
れ
ば
よ
い
。

鹿
児
島
の
農
業
地
帯

大
隅
半
島
の
地
焼
酎

さ
つ
ま
大
海飲酒は 20 歳になってから。飲酒運転は法律で禁止されています。

鹿児島県鹿屋市白崎町 21番 1号
TEL（0994）44-2190　FAX（0994）40-0950鹿屋市寿5-26-10

 ☎ 0994-44-9720

料理提供

笑顔があふれるゆたかな暮らし
6月にオープンしました。

ことぶき温泉総合福祉センターことぶき温泉総合福祉センター
デイサービス デイサービス あじさいあじさい　　有料老人ホーム 有料老人ホーム 喜びの家喜びの家

鹿屋市寿四丁目 3034-21鹿屋市寿四丁目 3034-21
TEL0994-40-3888TEL0994-40-3888

ことぶき温泉総合福祉センター
デイサービス あじさい　有料老人ホーム 喜びの家

鹿屋市寿四丁目 3034-21
TEL0994-40-3888 有限会社トウエイ有限会社有限会社トウエイトウエイ有限会社トウエイ

（問い合わせ）NPO法人 緑のカーテンProject九州
　　　　  TEL:0994-44-8639/FAX:0994-44-0064
　　　　  http://www.greencurtain-kyushu.jp

夏の暑さ＆節電対策に !

※必要な材料の準備や設置作業など、お任せください。

（数に限りがありますので、お早めに !）

気軽にはじめられて、収穫も楽しい !

　このコーナーは、各事業所の広告を掲
載し、地域活性化と市民の皆さんへの
情報提供を目的としたものです。
　また、市の自主財源確保の一環として
行われるものです。

【広告の申し込み・問い合わせ先】
㈱新生社印刷  ☎ 0994-43-2238

広告のひろば
　
　



今月の表紙

坂元　ヒサさん   （100歳） 　   北田町
長生きの秘訣は、「これまで１度も
大きな病気をしなかったことと好
き嫌いもなく何でもよく食べるこ
と」だそうです。

鹿屋市ホームページ
http://www.e-kanoya.net/

吾平総合支所 吾平町麓 3317 番地 ☎ 0994-58-7111
輝北総合支所 輝北町上百引 3914 番地ロ ☎ 099-486-1111
串良総合支所 串良町岡崎 2081 番地 ☎ 0994-63-3111

平成 23 年 6月 13 日発行　No.131
発行／鹿屋市役所　編集／ 総務部秘書広報課
　　　〒 893-8501 鹿屋市共栄町 20 番 1号
　　　　　　　　   ☎ 0994-43-2111
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人口と世帯数
平成 23 年５月１日現在

面　積　448.33㎢

　５月 18 日、吾平町上名に
あるホタルの鑑賞スポットを
訪れていた人たちは、ゲンジ
ボタルが美しい光を放ちなが
ら飛び交う幻想的な姿に、魅
了されていました。
　市内での主なホタルの鑑賞
スポットは、吾平町の赤野集
落、串良町の中郷ホタルの郷、
川東町の光同寺池ホタルの里、
王子町の和田井堰ホタルの里、
下祓川町の池田病院など、複
数あります。
　また、見頃はその年の気候
にもよりますが５月上旬から
舞い始め、概ね５月いっぱい
までホタルの姿をみることが
できます。
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広報　

篠原　悠里ちゃん（1歳） 　　  札元
いつも元気いっぱいの笑顔をありが
とう（パパ・ママより）

瀧聞　ナンツルさん   （100歳） 
下高隈町

長生きの秘訣は、「ユニークな性格
で周りをいつも賑やかにしてくれ、
好き嫌いがなく、何でも食べるこ
と」だそうです。

　「みんな元気」は、子どもはもち
ろん、高齢者やグループ、同好会な
どの皆さんを掲載するコーナーです。
　皆さんの元気いっぱいの写真を広
報紙に掲載してみませんか。詳しく
は、秘書広報課（☎ 0994-31-1123）
までご連絡ください！

みんなみんな元気 !元気 !みんな元気 !

鹿屋市ラジオ広報番組
「かのや市政インフォメーション」
　市では、イベント情報、市の
施策等を紹介するラジオ広報番
組を放送しています。

 ●放 送 局＝ＦＭかのや
 　　　　　   （77.2ＭＨｚ）
 ●放送時間＝概ね８時５分～
 　　　　　　概ね16時５分～
 ●放 送 日＝毎週月曜日から
 　　　　　　金曜日（祝日を除く）

　大雨や台風襲来時にFMかの
やの放送を通して、防災情報を
市民の皆さんにお伝えしていま
すので、お聴きください。

中濱　定雄さん   （100歳） 
輝北町上百引

長生きの秘訣は、「住んでいる環境
がよくストレスがないこと、食欲
が旺盛であること」だそうです。

対前月比
総　数 104,753 人　（＋ 619）
男 49,504 人　（＋ 342）
女 55,249 人　（＋ 277）
世帯数 44,622 世帯（＋ 430）

串良ふれあい
　　センター内

至  

大
崎
町

至  

笠
之
原

串良総合支所内

宮下交差点

串良町有里


